
槽
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
締
め
切
り
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
設
置
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
補
助
額
　
専
用
住
宅
の
上
限
金

額
は
、
次
の
通
り
で
す
。
　
▽
５

人
槽
＝
５８
万
２
０
０
０
円
　
▽
７

人
槽
＝
６６
万
４
０
０
０
円
　
▽
１０

人
槽
＝
７９
万
８
０
０
０
円

□
締
め
切
り
　
１１
月
２９
日
㈮
（
予

算
額
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
工
事
着
工
前
に
申
請
し
、
平
成

２６
年
３
月
３１
日
㈪
ま
で
に
完
成
し

て
く
だ
さ
い
。
専
用
住
宅
以
外
の

補
助
額
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
１

６
６
）

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
す
。
１１
月
９
日
㈯
～
１５
日

㈮
ま
で
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　「
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　

Ｏオ

Ｎン

の
ま
ま
」
を
全
国
統
一
防
火

標
語
に
掲
げ
、
火
災
予
防
の
一
層

の
普
及
を
行
い
ま
す
。

住
宅
防
火
、
命
を
守
る
注
意
点

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　
行
政
相
談
委
員
を
１６
年
間
に
わ

た
り
務
め
て
い
る
保
母
茂
和
さ
ん

（
明
智
町
）
が
、
１０
月
１６
日
、
総

務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
４
月
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
多
く
の
苦
情
や
意
見
な
ど

を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
啓
発
活
動

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
総
務
課
（
内
線
３
０
７
）

　
公
益
財
団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信

託
地
域
文
化
財
団
で
は
、
長
年
、

　
市
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
や

自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
、
下
水

道
の
利
用
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
工
事
な
ど
の
融
資
あ
っ

せ
ん
や
利
子
補
給
制
度
、
浄
化
槽

補
助
金
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
、
下
水
道
工
事
の
融
資
あ
っ

せ
ん
と
利
子
補
給
制
度

　
水
道
と
下
水
道
の
工
事
に
掛
か

る
費
用
へ
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

し
、
こ
の
融
資
の
利
子
補
給
を
市

が
行
い
ま
す
。

□
対
象
　
一
般
家
庭
の
給
排
水
設

備
の
設
置
工
事
や
既
設
の
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

た
め
の
工
事
。
下
水
道
を
使
え
な

い
地
域
で
浄
化
槽
を
設
置
す
る
た

め
の
工
事
（
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
の
対
象
経
費
は
除
く
）。

※
家
屋
の
新
築
や
建
て
替
え
に
伴

う
も
の
は
除
く

□
融
資
限
度
額
　
２
０
０
万
円

□
利
率
　
２
・
１５
㌫

□
返
済
期
間
　
５
年
以
内

□
借
入
先
　
市
内
金
融
機
関

□
利
子
補
給
　
１０
万
円
を
限
度
に

返
済
完
了
後
に
利
子
補
給
し
ま

す
。（
延
滞
の
利
子
は
除
く
）　

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

　
５０
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

⑦
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

　
　
消
防
本
部
予
防
課
志
２
６
―

０
１
１
９
（
内
線
２
６
２
）

　
中
津
川
調
停
協
会
で
は
、
無
料

の
調
停
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１２
日
㈫
午
前
１０
時

～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
に
ぎ
わ
い
プ

ラ
ザ
６
階
（
Ｊ
Ｒ
中
津
川
駅
前
）

□
内
容
　
家
庭
内
紛
争
、
交
通
事

故
、
土
地
建
物
、
金
銭
な
ど
の
問

題
の
調
停
相
談

□
相
談
員
　
調
停
委
員
、
弁
護
士

□
そ
の
他
　
予
約
は
不
要
で
す
。

　
　
　
　
中
津
川
簡
易
裁
判
所
志

０
５
７
３
―
６
６
―
１
５
３
０

　
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
必
ず
労
働
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
す
。
労
災
保

険
は
、労
働
者
が
業
務
や
通
勤
で
、

負
傷
や
疾
病
、
死
亡
し
た
場
合
に

給
付
。
雇
用
し
た
労
働
者
は
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
も
全
て
対
象
で

す
。
雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失

業
や
教
育
訓
練
を
受
講
し
た
と
き

か
、 

在
職
中
の
６０
歳
以
上
６５
歳
未

満
や
育
児
休
業
中
、
介
護
休
業
中

の
労
働
者
に
一
定
の
賃
金
低
下
が

あ
っ
た
場
合
に
給
付
し
ま
す
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
一
週

間
の
所
定
労
働
時
間
が
２０
時
間
以

上
で
、
雇
用
見
込
み
が
３１
日
以
上

の
場
合
は
、
雇
用
保
険
に
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。
加
入
手
続
を
し
て

い
な
い
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
主
へ
は
、
失
業
の
予
防
や

雇
用
の
安
定
、
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
の
た
め
の
助
成
金
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
岐
阜
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室
志
０
５
８
―
２
４
５
―

８
１
１
５
、
恵
那
労
働
基
準
監
督

署
志
２
６
―
２
１
７
５

地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
き

た
団
体
、
と
り
わ
け
地
域
の
音
楽

や
美
術
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
の
各

分
野
で
努
力
し
て
い
る
団
体
へ
助

成
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
希
望
す

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
部
門
　
音
楽
部
門
、
美
術
展
部

門
、
演
劇
部
門
、
伝
統
芸
能
部
門

□
対
象
　
平
成
２６
年
４
月
～
平
成

２７
年
３
月
ま
で
に
公
演
や
展
覧
会

を
開
催
す
る
団
体

※
音
楽
と
演
劇
、
伝
統
芸
能
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
が
対
象
。
過

去
に
当
財
団
の
助
成
を
受
け
た
団

体
は
、
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を

郵
送
す
る

□
締
め
切
り
　
１１
月
３０
日
㈯
（
当

日
消
印
有
効
）

□
助
成
決
定
　
平
成
２６
年
３
月

□
そ
の
他
　
募
集
要
項
と
応
募
書

類
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.m

ut-tiikibunkazai
dan.or.jp

）か
ら
取
得
で
き
ま

す
。

　
　
　
　
〒
１
０
３
―
０
０
２
７

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
―
２
―

４
日
本
橋
ビ
ル
公
益
財
団
法
人
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団
志

０
３
―
３
２
７
２
―
６
９
９
３

　
　
文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

が
設
立
し
た
「
公
益
信
託
Ｊ
Ａ
・

県
信
連
民
俗
文
化
財
振
興
基
金
」

で
は
、
県
内
で
現
代
へ
と
伝
え
ら

れ
て
き
た
、
多
く
の
伝
統
文
化
や

民
俗
文
化
財
の
伝
承
活
動
に
助
成

し
ま
す
。
助
成
を
希
望
す
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
平
成
２６
年
４
月
～
１２
月

に
民
俗
文
化
財
保
存
や
伝
承
活
動

事
業
を
行
う
団
体
か
個
人

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を

郵
送
す
る

□
締
め
切
り
　
１１
月
２９
日
㈮
（
当

日
消
印
有
効
）

□
助
成
決
定
　
平
成
２６
年
２
月

□
そ
の
他
　
募
集
要
項
と
応
募
書

類
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.nochutb.co.jp/

）
か

ら
取
得
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
〒
１
０
１
―
０
０
４
７

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
１
―
１

―
１２
農
中
信
託
銀
行
営
業
第
一
部

「
Ｊ
Ａ
・
県
信
連
民
俗
文
化
財
振

興
基
金
」
係
志
０
３
―
５
２
８
１

―
１
３
４
０

　
　
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合

会
志
０
５
８
―
２
７
６
―
５
１
１

１
、
文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

カップリングパーティーの参加者を募集

新しい出会いを見つけませんか

　第２５回ふれあいカップリングパーティーの
参加者を募集しています。
　パーティーでは、ビュッフェ方式で食事をし
ながら交流します。新たな出会いの一歩を踏み
出しませんか。
□とき　１２月１日㈰午前１１時～午後３時
□ところ　恵那峡グランドホテル　
□対象　独身の男女。年齢と婚暦は問いません。

（男性は市内在住者で、登録が必要です）
□定員　男女各２０人（応募者が多数の場合は
抽選とします）
□料金　 ▽男性＝５，０００円　 ▽女性＝３，０００円
□申し込み方法　市役所や各振興事務所に備え

付けの申込書に❶住所❷氏名❸性別❹年齢❺電
話番号❻職業❼趣味―を記入の上、持参するか
郵送、ファクス、電子メールで申し込む
□締め切り　１１月１５日㈮
※当日か前日にキャンセルする場合は、料金全
額の支払いが発生します。申込書は、市のウェ
ブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）から
も取得できます
　　　　〒５０９-７２９２（住所不要）ふるさと活力
推進室（内線３８２）、思２５-６１５０、死 enaguras
hi@city.ena.lg.jp　
　　恵那ことぶき結婚相談所運営協議会（林）
志０８０-２６１８-５５０６

　暴力は、性別や加害者、被害者の間
柄を問わず許されるものではありませ
ん。
　特に配偶者などからの暴力（ＤＶ）
や性犯罪、買売春、人身取引、セクシャ
ル・ハラスメント、ストーカー行為な
ど、女性への暴力は、女性の人権を著
しく侵害し男女共同参画の社会を形成
する上で克服すべき重要な課題です。
　国では「女性に対する暴力をなくす
運動」を行い、社会の意識啓発などに
取り組んでいます。この機会に、家庭
でも女性への暴力について話し合って
ください。
□運動期間　１１月１２日㈫～２５日㈪
　　子育て支援課（内線２６０）

暴力は許されません 募
集

案
内

地
域
文
化
の
振
興
に
助
成

を
希
望
す
る
団
体

伝
統
文
化
の
伝
承
に
助
成

を
希
望
す
る
団
体

河
川
環
境
の
た
め
に
下
水

道
利
用
や
浄
化
槽
設
置
を

火
災
の
予
防
に
努
め
命
を

守
ろ
う

紹
介

行
政
相
談
委
員
が
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働

保
険
は
加
入
済
み
で
す
か

無
料
の
調
停
相
談
を
開
催

▲保母茂和さん

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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問
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問

問

申
・

問

問

申
・

問

問

申
・

問

問
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大
井
町
に
、
認
可
外
保
育
所
の

「
善
友
会
保
育
所
ち
ゃ
お
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ち
ゃ
お
で
は
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
お
子
さ
ん
の
発
達
状

況
に
合
っ
た
保
育
と
食
育
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

□
と
こ
ろ
　
大
井
町
１
７
７
６
番

地
１９
青
木
マ
ン
シ
ョ
ン
１
０
４
号

□
保
育
時
間
　
▽
通
常
保
育
＝
月

～
金
曜
日
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
、
土
曜
日
午
前
８
時
半
～
午
後

１
時
　
▽
早
朝
保
育
＝
月
～
土
曜

日
午
前
７
時
半
～
８
時
半
　
▽
延

長
保
育
＝
月
～
金
曜
日
午
後
５
時

～
７
時
半

□
休
所
日
　
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始

□
対
象
　
０
～
２
歳
児

□
定
員
　
１５
人

□
料
金
　
▽
入
会
金
＝
３
０
０
０

円
　
▽
保
育
料
月
額（
食
費
込
み
）

＝
５
万
５
０
０
０
円
（
０
歳
児
）、

５
万
円
（
１
歳
児
）、４
万
５
０
０

０
円
（
２
歳
児
）　
▽
延
長
保
育

料
＝
２
０
０
０
円
／
月
　
▽
一
時

預
か
り
保
育
料
＝
８
０
０
円
／
時

間
（
一
時
預
か
り
は
昼
食
代
、
お

や
つ
代
が
別
途
必
要
で
す
）

　
　
　
　
善
友
会
保
育
所
ち
ゃ
お

志
２
６
―
２
２
５
６

　
　
子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
２

８
）

　
中
津
川
税
務
署
で
は
、
青
色
申

告
を
し
て
い
る
個
人
を
対
象
に
、

決
算
の
留
意
事
項
な
ど
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１９
日
㈫
午
後
１
時

半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
市
健
康
福
祉

会
館

　
　
中
津
川
税
務
署
個
人
課
税
第

一
部
門
志
０
５
７
３
―
６
６
―
９

２
３
７

　
１２
月
１
日
㈰
か
ら
事
業
者
へ
の

雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
要
件
が

次
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

①
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
制
度
の
実
施

②
休
暇
規
模
要
件
の
設
置

③
特
例
短
時
間
休
業
の
廃
止

④
教
育
訓
練
の
見
直
し

　
　
岐
阜
労
働
局
助
成
金
セ
ン
タ

ー
志
０
５
８
―
２
６
３
―
５
６
５

０
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
志
２
６

―
１
３
４
１

　
１１
月
１１
日
㈪
か
ら
１７
日
㈰
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
市

役
所
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
「
税
に
関

す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
小
学
生
に
よ

る
習
字
の
展
示
」
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go.jp

）

に
は
、
特
設
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１１
月
１１
日
㈪
～
１５
日
㈮

　
　
税
務
課
（
内
線
５
１
３
）

　
明
知
鉄
道
は
、
国
鉄
時
代
か
ら

数
え
て
来
年
８０
年
を
迎
え
ま
す
。

明
知
線
８０
周
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
県
内
出
身
の
川か

わ

鰭ば
た

祐
子

さ
ん
の
ほ
ろ
酔
い
ミ
ニ
・
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
９
日
㈯
午
後
４
時

～
６
時

□
と
こ
ろ
　
大
正
村
資
料
館

□
料
金
　
５
０
０
０
円
／
人
（
食

事
代
や
飲
み
物
（
冷
酒
）
代
を
含

み
ま
す
）

□
対
象
　
２０
歳
以
上
の
方

□
定
員
　
４０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
む
　

　
　
　
　
明
知
鉄
道
志
５
４
―
４

１
０
１
、
思
５
４
―
４
３
０
２

　
１１
月
１
日
㈮
か
ら
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
７
価
か
ら
１３

価
へ
一
斉
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
１３
価
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
１３
種
類

の
成
分
が
含
ま
れ
、
従
来
よ
り
も

多
く
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
症

へ
の
予
防
に
効
果
が
期
待
で
き
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
７
価
ワ
ク
チ
ン
で
接
種

を
始
め
て
い
る
方
も
、
１１
月
１
日

以
降
は
１３
価
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種

と
な
り
ま
す
が
、
回
数
は
そ
の
ま

ま
継
続
し
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
間
隔
と
回
数
は
、
今
ま
で
と

同
じ
で
す
。

□
対
象
　
生
後
２
カ
月
～
５
歳
未

満
の
乳
幼
児

　
　
健
康
推
進
課（
内
線
２
５
５
）

　
裁
判
所
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

に
新
し
い
制
度
や
裁
判
手
続
き
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
月
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w

.courts.
go.jp/saiban/w

adai/ind
ex.htm

l)

で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　
１１
月
の
テ
ー
マ
は
「
裁
判
員
制

度
～
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を

発
送
し
ま
す
！
」
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
岐
阜
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
志
０
５
８
―
２
６
２
―
５
１

２
２
、
総
務
課
（
内
線
３
０
７
）

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　
本
紙
１０
月
１５
日
号
１２
ペ
ー
ジ

の「
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
」

の
記
事
で
、
国
光
法
律
事
務
所

と
石
垣
法
律
事
務
所
の
電
話
番

号
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　
正
し
く
は
、
国
光
法
律
事
務

所
志
０
５
７
２
―
２
６
―
９
１

３
５
、
石
垣
法
律
事
務
所
志
０

５
７
２
―
２
３
―
６
３
０
５
で

す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
企
画
課
（
内
線
３
１
４
）

【
心
配
な
子
ど
も
が
い
た
ら
】

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
は
必
ず
何
ら
か
の
合
図
を

出
し
て
い
ま
す
。
身
近
に
心

配
な
子
ど
も
が
い
た
ら
、
ま

ず
は
家
庭
児
童
相
談
室
（
子

育
て
支
援
課
）
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
安
全
を
第
一
と

し
、
連
絡
し
た
人
の
秘
密
も

守
ら
れ
ま
す
。
虐
待
で
な
い

場
合
も
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ

ん
。

【
児
童
虐
待
と
は
】

　
児
童
虐
待
は
、
殴
る
、
蹴

る
、
戸
外
に
締
め
出
す
な
ど

の
身
体
的
虐
待
。
傷
つ
け
る

言
葉
を
繰
り
返
す
、
拒
否
的

な
態
度
を
取
る
な
ど
の
心
理

的
虐
待
。食
事
を
与
え
な
い
、

家
に
閉
じ
こ
め
る
、
病
気
の

と
き
に
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
、
健
診
や
予
防
接
種
を

受
け
さ
せ
な
い
、
自
動
車
の

中
に
放
置
す
る
な
ど
の
ネ
グ

レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）。
子

ど
も
へ
の
性
交
や
性
的
な
行

為
を
見
せ
る
な
ど
の
性
的
虐

待
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
子
ど

も
の
命
を
脅
か
し
、
心
を
深

く
傷
付
け
ま
す
。

【
児
童
虐
待
と
し
つ
け
】

　
虐
待
が
起
き
る
原
因
に
、

親
自
身
が
虐
待
を
し
て
い
る

こ
と
に
気
付
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
虐
待

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
行
為
を

し
つ
け
と
認
識
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
虐
待

と
し
つ
け
を
区
別
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
虐
待
と
し
つ
け

の
間
に
は
、
線
引
き
で
き
な

い
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
子
ど
も
が
耐
え
難
い
苦
痛

を
感
じ
た
り
、
子
ど
も
の
成

長
に
悪
影
響
を
与
え
た
り
す

る
行
為
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

虐
待
で
す
。
し
つ
け
の
つ
も

り
で
も
、
子
ど
も
の
体
を
傷

付
け
た
り
、
き
つ
く
叱
り
続

け
た
り
し
て
、
子
ど
も
の
成

長
や
発
達
を
損
な
う
恐
れ
の

あ
る
行
為
も
虐
待
で
す
。

　
保
護
者
か
ら
虐
待
を
受
け
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件
も
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
市
内
で
は
昨
年
度
、
児
童
養
護
の
相
談
が

年
間
５３
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
２４
件
が
児
童
虐
待
の
相
談
で

し
た
。
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
や
虐
待
を
し
た
人
に
も
深

い
傷
を
残
し
ま
す
。虐
待
の
繰
り
返
し
な
ど
を
防
ぐ
に
は
、

早
期
の
発
見
や
対
応
が
重
要
で
す
。
親
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
で
考
え
、
一
人
一
人
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
６
０
）

社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
市
で
は
月
に
１
度
、
不
燃
ご

み
と
、
ア
ル
ミ
缶
や
瓶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
資
源
ご
み
を
収
集

し
て
い
ま
す
。
最
近
、
耐
熱
ガ

ラ
ス
や
ガ
ラ
ス
食
器
が
瓶
の
籠

に
混
ざ
っ
て
い
た
り
、
ア
ル
ミ

缶
の
籠
に
ス
チ
ー
ル
缶
が
混

ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
困
っ

て
い
ま
す
。

　
陶
磁
器
や
ガ
ラ
ス
食
器
、
薬

品
の
瓶
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
な
ど
は

不
燃
ご
み
に
分
別
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ら
が
、
瓶
と
混
ざ
っ

て
い
る
と
新
し
く
つ
く
る
ガ
ラ

ス
瓶
の
強
度
や
品
質
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
全
て
の
空
き
瓶

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
、

正
し
い
分
別
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

用
資
材
と
し
て
、
ア
ル
ミ
缶
と

ス
チ
ー
ル
缶
を
選
別
す
る
磁
石

付
き
の
棒
（
磁
選
棒
）
を
環
境

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
志
２

６
―
４
３
８
９

　
次
の
地
区
の
地
籍
調
査
が
終
了

し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
市
内
の
地
籍
調
査
の
登
記
完

了
面
積
は
１
６
５
・
６５
平
方
㌔
と

な
り
、
完
了
率
は
３６
・
６
㌫
と
な

り
ま
し
た
。

　
土
地
の
境
界
杭
や
基
準
杭
は
大

切
に
保
全
し
ま
し
ょ
う
。

【
飯
地
町
五ご

明
み
ょ
う

３
地
区
】

□
調
査
範
囲
　
飯
地
町
字
松ま

つ

本も
と

の

一
部
、
宮み

や

洞ぼ
ら

の
一
部
、
沖お

き

田だ

の
一

部□
調
査
面
積
　
０
・
８４
平
方
㌔

□
調
査
後
筆
数
　
２
４
１
筆

□
登
記
完
了
日
　
９
月
２０
日

　
　
地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）

認
定
外
保
育
所
が
開
設

善
友
会
保
育
所
ち
ゃ
お

雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給

要
件
を
見
直
し
ま
す

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

新
し
い
制
度
な
ど
を
紹
介

資
源
ご
み
も
正
し
く
分
別
を

地
籍
調
査
の
登
記
完
了

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
と
小

学
生
の
習
字
を
展
示

ほ
ろ
酔
い
ミ
ニ
・
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
が
替
わ
り
ま
す

青
色
申
告
決
算
な
ど
の
説

明
会
を
開
催

▲児童虐待防止のポスター

▲瓶に混ざっていた陶器など

▲川鰭祐子さん

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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問
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